
中テレ・JA共済カップ第40回福島県U-12サッカー大会選手権 

県北地区予選要項 
 
１ 主旨 
   少年、少女たちがサッカーを通じて心身を鍛え、フェアプレーの精神を養い、正しく強くそ

して創造力豊かな人間の育成をめざすものである。 
 
２ 主催 
   一般財団法人福島県サッカー協会 
 
3 主管 
   福島県県北サッカー協会第４種委員会  
 
4  大会期日 

２０２１年５月３日（月）、４日（火）、５日（水） 
 
5 会場 

十六沼運動公園サッカー場 (人工芝ピッチ１・２) 
 

6 参加資格 
① 一般財団法人福島県サッカー協会を通して公益財団法人日本サッカー協会（以下ＪＦＡ）

第４種・女子に登録した団体（チーム）であること。登録した団体から複数チームの出場

を可とする。 
② 上記団体（チーム）に所属する２００９年４月２日以降生まれの選手であること。 

 

7   申込方法  

① 参加チームは期限までに「予備エントリーシート」および「ユニフォーム写真

登録シート」に必要事項入力および貼付しメールにて 方部長へ送信ください。 

県大会については(公財)日本サッカー協会 WEB 登録システ「KICKOFF」にて本

エントリー手続きとなります。 

• ※予備エントリーが期限までに完了していないチームは本エントリーに進む

ことができません。  

②予備エントリーと本エントリーの期間  

予備エントリー期限：2021 年 ４月１１日（日）～ ４月１6日（金） 

 

本エントリー期間 ：2021 年 ４月１８日（日）～ ４月２2日（金） 

                         (PM23:00迄) 
 
8 大会参加費 

➀大会エントリー費 ￥3,000-１チーム 

  ②ゲーム参加料   ￥3,000-（１ゲーム） 

 

9  チーム構成と条件 
・チーム構成は引率指導者10名エントリーの中から2名以上5名以内、選手１６名以内とする。 
・引率指導者は当該チームを掌握指導する責任ある指導者であること。 
・参加選手は健康であり、且つ保護者の同意を得ること。 
・参加チームは損害保険(スポーツ安全保険等)に必ず加入していること。 

 



１0 大会形式 
1. 参加チームによるノックアウト方式とし１位から8位を決定する。 
2. 1位から４位の４チームを２０２１年６月5日（土）、6日（日）に開催される県大会へ県

北代表として推薦する。 
５位から８位の４チームを２０２１年７月１７日(土)、１８日(日)に開催される復興祈

念杯Ｕ－１２交流大会へ県北代表として推薦する。 
 
１1  審判 
   本大会はすべて主審、副審、第4の審判によって行われる。  

１、２回戦は主審、副審、第４の審判とも帯同審判（審判証の提示）とする。 
ベスト16からは主審のみ本部対応とする。 

 
１2  組合せ 

1. 県北リーグ参加チームはシードとし抽選を行いトーナメント表１～８を決定する。 
2. 1回戦の抽選は各方部で予備抽選を行い方部抽選順を決定する。 
3. 予備抽選の順で各方部抽選を行い、１回戦は各方部チームが当たらないよう配慮し抽選

する。 
※ 抽選方法については別に定める。 

 
１3 競技規則 
  ＪＦＡ「８人制サッカールールと審判法」の「８人制サッカールール」による。 

ただし以下の項目については大会規定をもうける。 
① 試合時間は３０分（１５分ハーフ）としハーフタイムのインターバルは５分とする。 

   規定の試合時間で勝敗の決しないときはペナルティマークからのキックにより次戦進出チ

ームを決定する。両チーム３人ずつの競技者がキックを行ったのち、両チームの得点が同じ

場合は、同数のキックで一方のチームが他方より多く得点するまで交互に順序を変えること

なくキックは続けられる。 
   ただし準々決勝戦以降においては１０分（５分ハーフ）間の延長戦を行い、それでも決しな 

いときはペナルティマークからのキックにより次戦進出チームを決定する。 
尚、延長戦に入る前のインターバルは５分、PK戦方式に入るまでのインターバルは1分と

する。  
②ベンチに入ることのできる人数は交代要員８名以内、スタッフ2名以上5名以内とする。 
③アディショナルタイムの表示については行わない。 

④テクニカルエリアを設置する。戦術的指示はテクニカルエリア内から、その都度ただ1人の 

役員が伝えることが出来る。 

⑤暑熱下において前・後半の中程で飲水タイム、クーリングブレイクを採用する。 

飲水タイム、クーリングブレイクの有無を前・後半開始前に両チームへ通告する。 
⑥負傷した競技者の程度を確認するために入場を許されるスタッフは２名以内とする。 
⑦本大会に参加する選手はＪＦＡ発行の選手登録証を持参すること。不携帯の選手は、当該試

合への出場を認めない。 
※選手証とは(公財)日本サッカー協会WEB登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・ 

   登録選手一覧を印刷したものまたはスマートフォンやタブレット、パソコンの画面に表示し

たものを示す。選手証等の提示は当該チーム試合日毎に求める。 
  ⑧ピッチサイズは原則次の通りとする。縦68m・横50m・ペナルティエリア:12m・ゴール 
   エリア:4m・センターサークル:半径7m・ペナルティマーク:8m・ペナルティアーク:半径 
   7mの円弧・交代ゾーン6m(ハーフウェーラインから両サイドへ3mずつ) 
   ゴールの内のりは縦2.15横5m 



⑨ユニフォームは参加申込書に記載されたものを着用すること。 
     ただし、ユニフォーム（ゴールキーパーを含む）のシャツの色彩は、審判員が通常着用する 

黒色と明確に判別し得るものでなければならない。  
 選手番号については１～９９を使用し0は認めない。 
➉大会期間中異なる試合で受けた警告の数が２になった選手は次の１試合に出場できない。 
⑪退場を命じられた選手は次の１試合に出場できず、それ以降の処置については、本大会規律

委員会で決定する。 
⑫中断および対応について：試合中、激しい降雨、降雪、雷の際は大会本部が主審へ中断を促 

し主審判断により試合が停止される。20分間は様子を見ることとし再開ができない場合は、

前半終了前ならばスコアに関係なく再試合とする。前半終了後、同点の場合はコイントスに

より次回進出チームを決定し、得点に差がある場合はそこで勝敗を決定する。 
  ⑪ソックスにテープまたはその他の材質のものを外部に着用する場合、ソックスとて同色で

なくても良い。 
  ⑫アンダーシャツ・アンダーショーツ及びタイツの色はチーム内で同色を利用の場合はその 
  色を認める。 
 
 
１4競技者の数 
試合開始時１チームの競技者数は６名以上とする。試合中いずれかのチームが６人未満になっ

た場合、試合は続けないものとし、当該チームを不戦敗とする。 
 
１5その他の規定 

(1) 新型コロナウイルス感染症予防対策を次の通り行う。 

1. 人工芝会場入り口で検温を行う。このさい37.5℃以上の方の入場は不可。 

2. ベンチ入りスタッフ、プレーヤーついては、健康チェックリストを2部提出するこ

と。 

3. ベンチにおいて、スタッフは戦術的発言、プレーヤーはアップ時以外マスクを着

用のこと。 

4. 2.以外のチーム関係者（応援者）は「参加者リスト（ベンチ以外関係者用）」を2

部提出すること。 

入場許可シールを発行します。応援方法については別紙参照。 

５.ゲームで着用するユニフォームについては事前に大会本部で決定し連絡する。 

6.審判員は割り当てゲーム開始時刻20分前に本部にて審判証の確認を行う。 

7.チームは試合開始時刻30分前にメンバー表に先発選手欄に先発選手は「○」印を

交代要員は「－」出場停止選手および不出場選手には「×」を明記し監督署名後

本部に4部提出すること。 

8.選手証の確認は登録に疑義がある場合は提示いただきます。 

9.マッチ•コーディネーション・ミーティングは行わない 

(2) その他 

･会場の利用にあたっては、会場使用のマナーを遵守し、疑義がある場合は、会場

の責任者の指示に従うこと。                        

特に、路上駐車や会場内での喫煙など周囲に迷惑をかける事のないように各チー

ムの協力をお願いします。   

   ･本大会要項に規定されていない事項については福島県県北サッカー協会4種委員会 

    において協議の上決定する 
  
 
 



問合せ先 
 県北サッカー協会４種委員会 
     委員長  高野 修 
 ０９０－４８８９－４６５５ 
 
 
 

  応援についての注意事項 

  (1) 容認される行為は以下の通りです。 

  容認理由：飛沫感染、接触感染、密を作る恐れがないため 

  ・  横断幕掲出 

  ・ 拍手・手拍子 

  ・ タオルマフラー・ゲートフラッグなどを掲げる 

  (2) 禁止される行為は以下の通りです 

  ・ 声を出す応援 

（禁止理由：飛沫感染につながるため） 

例：指笛・チャント・ブーイング 

例：トラメガ・メガホン・トランペットなど道具・楽器を使うことも不可 

•   ・ 人と接触する応援  

（禁止理由：接触感染につながるため） 

  例：ハイタッチ・肩組みなど 

•   ・ 「密」を作る応援 

 （禁止理由 ：飛沫感染・接触感染のリスクが高くなるため） 

 

  ※ソーシャルデスタンスをとり適正な応援をお願いします。 


